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平成 28年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2016 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
イランの口承文芸に関する現地調査資料の基盤整備と民俗学的応用研究 

研究計画（400字～500字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 

 

平成 28 年度は、現在実施中の科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）による「イランの口承文

芸に関する現地調査資料の基盤整備と民俗学的応用研究」（基盤研究（C）、平成 26-30年度）を研究課題と

するプロジェクトの研究代表者としての研究活動を中心に行う。 

昨年度までに行ってきた作業を継続する形で、イラン民俗学研究を効率的に行うことを目的として、これ

までにイランで収集してきた口承文芸資料の総合的な基盤整備を進める。昨年度までに行ってきたペルシア

語の構造化資料の整備については、引き続きデータの精度を高める作業を行う。また、収集した資料のうち、

基礎的なデータ整備が施されていない資料については、日本語訳等の作業を行う。 

また、整備された資料を用いた民俗学研究の一環として、イランの怪談についての研究を進めると同時に、

これまでイランでフィールドワークを行ってきた者としての視点から、イランの昔話等の民俗学的研究につ

いて一定の方向性を示したい。 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 
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